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人権保育専門講座７は、京都文教大学の平野知見さんに「外国にルーツのある就学前の

子どもに必要な支援とは」と題して、鈴鹿、志摩、伊賀

の３会場でお話しいただき、５５人のご参加がありまし

た。ご自身の体験、出会ってきた子どもや保護者とのか

かわり、グループワークなどをとおして、「子どもの世

界とは何か」「多文化と接するとはどういうことか」「お

互い影響しあい尊重しあうとはどうすることか」などの

問いについて考える機会となりました。 

 

Ⅰ 自分の体験から  

私は１９９１年からオーストラリアへ留学しました。留学をきっかけに、大学で幼児教

育について学び、多文化共生保育の現場で保育経験も積みました。 

 

Ｍとの出会いから 

私は、オーストラリアの大学在学中及び卒業後、現地で働く機会を得ました。そこでＭ

（３歳）と出会いました。会ったその日、Ｍは「あなたの宗教は何？」と私に聞いてきま

した。私は迷いながらも「無宗教だよ」と答えました。Ｍは「Oh! Sorry,Chimi!」（Chimi

＝知見）と言い、続けて「それは寂しい。悲しい」と言いました。「宗教と共に生きていな

いことは寂しく、悲しいものである」ということを３歳の子どもは思っていたのです。私

は、日本での日々の生活のなかで「宗教と共に生きている」と感じたことはありませんで

した。Ｍとの出会いから「宗教とは何なのか」「文化とは何なのか」「人種とは何なのか」

を考えさせられました。 

 

 

 

 

 



Ⅱ「多文化教育」とは 

（「国際理解教育」「異文化理解教育」との関係） 

 「多文化教育」に関連するキーワードとして

「国際理解教育」と「異文化理解教育」について

お話しします。 

 「国際理解教育」は 1950年代後半から提唱さ

れた教育です。国際理解と国際協力のための教育

であり、外国語によるコミュニケーション能力を

高める実践など、当時は「他国のことを理解しよ

う」という学習が行われていました。「〇〇国は

こういうところ、〇〇国の人はこんな人たち、〇

〇国にはこのような料理がある」など、国のことを学ぶことが中心でした。「国際理解教

育」は、国内における多様な民族や地域性のちがいを見逃してしまいがちになります。 

 

そこで、同じ国の中でも、住む人の地域によっ

てさまざまなことがちがってくるということに視

点を当てた「異文化理解教育」が注目されていき

ました。 

1980年頃、日本の企業が海外に進出すること

が多くなりました。それにともない、親の仕事の

都合で、子どもたちも海外で一緒に生活するとい

うことがでてきました。海外で保育園・小学校生

活を送った子どもたちのなかには、日本に戻った

ときに、日本の保育、教育、文化になじめない子どもがいました。こうしたことから、子

どもたちの育った生活を尊重していく必要があるという考え方が出されました。 

 

そうしたなか、アメリカの J・Ａ・バンクス 

(James Ａ. Banks)が「多文化教育」の考えを提

唱し、改革運動をおこしました。マジョリティ

の意見中心で動く世の中で、マイノリティの人

たちの人権を尊重し意見を取り入れ、今まであ

ったものを大きく改革し、「多様な人種の子ども

たちが平等に教育を受けられることを目標とす

る教育改革運動」です。 

  

 



多文化共生保育の領域 

「多文化共生保育」については、いろんな専門家が定義をしています。宗教、民族、年

齢、性別、ジェンダー、障がいの有無、文化（食文化・習慣）、社会階級など、いろんな領

域を網羅しています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 外国にルーツのある子どもの現状と課題 

入管法改正から 2９年… 

出入国管理及び難民認定法（以下：入管法）が 1990年に改正されました。入管法改正以

降、外国の人が日本で働きやすくなりました。特に多くの南米の人が労働のために海を渡

って日本に来ました。それに伴い、親と一緒に日本に来た、あるいは日本で生まれた外国

にルーツのある子ども（多文化の子ども）がいます。工場の製造ラインの仕事など、親が

昼夜を問わずに働いていることもあり、子どもも生活が不規則になっていて、2000年当初

は周囲の人々からも理解が得られず、課題が年々大きくなっていく状況がありました。 

今では長期化・定住化が進んでいます。日本生まれの子どもも成長して親になり、その

子どもが園・所に通ってくるようにもなっています。 

 

たくさんの配付物が・・・ 

 2018年６月に、多文化の子どもたちを特集したテレビ番組が放映されました。そこで、

「子どもや保護者が日本の学校で困ることにはどんなことがあるか」ということが取り上

げられ、“学校からのたくさんの配付物”という回答が多くありました。 

中国出身のボランティアスタッフの方が、「自分の子どもには

障がいがある。子どもたちを家の中で留めておくのではなく、

子どもの力で外へ出て行ってほしい。そして、自分たちの街を

照らす者になってほしい。それで『照街者』と書くのはよくな

い？」と笑顔で言っておられたことに心が揺さぶられました。 

 

オーストラリアにある大きな一枚岩のウルル（エアーズロック）は観光客の人たち

による登山ができなくなりました。そこには、「私たちが生まれ育った場所が、観光客

が捨てるゴミで汚れていく。私たちの神聖な場所を守りたい」といった先住民アボリ

ジニの訴えがありました。そして２０１９年にやっとアボリジニにとって大切な場所

が返ってきました。アボリジニが、社会階級において厳しい扱われ方をされていた事

実がそこにはあったのです。 

アボリジニには文字を書く文化がありません。私は、アボリジニの保育園に行った

ことがあります。園の先生が、アボリジニの子どもたちは、音、表現、アートで心が

育っていくことを話されていました。 



学校から持ってくるプリントは大量にあります。子どもたちは、学校生活の中で日本語

を使う機会があるのでどんどん覚えていきますが、保護者の中には日本語にふれる機会が

少ない方もいます。そのため、保護者の中にはプリントが全く読めない方もいます。 

 難しい日本語のプリントではなく、重要なことに

絞って書いたり、重要なプリントにはスタンプを押

して配付する等の工夫がみられるようになりまし

た。そうすることで、保護者はプリントに興味を示

すようになり、親戚の人にたずねたり、先生に聞い

たりするようになりました。そして、保護者の不安

が少しずつ取り除かれていきました。保護者の不安 

が取り除かれることで、子どもたちも不安がなくな 

っていきました。 

 

悩む子どもと保護者 

「親はブラジルから来て、自分は日本で生まれて育った。親は母語を話すけれども、自分

は母語を話すことができない。果たして自分は何者なのか」と、悩

む子どもたちが増えてきています。 

子どもは学校生活で日本語が話すことができるようになっていき

ますが、親の中には日本語が話せない人もいます。日本語を話すこ

とができない親をばかにする子どもがいたり、日本語が話せない親

に「授業参観に来ないでほしい」と訴える子どももいます。さらに、

「言葉が通じないので、ケンカもできない」と悩む親もいます。 

 

保育現場では・・・ 

2000年当時の保育現場で、「多文化とか難しいこと言わないで。ボディランゲージで伝

わるよ。子どもたちは一緒にあそんでいるからわかりあえるよ」と私に話をしてくれた園

長先生がいます。しかし、話を聞いている私のところへブラジル人の子どもがやって来

て、笑いながら「だめよー！」と言って走り去っていきました。「あの子はいつも『だめよ

ー！』しか言わないんです」と先生が失笑していました。  

先生方が、その子が何かをする前には常に「だめよ」という声かけをしているのではな

いかと思いました。だから、その子が最初に覚えた言葉は「だめよー！」だったのではな

いかと思いました。同じ言葉をかけられ続けていると、子どもはその言葉を使うようにな

ります。私たちの子どもへの声かえを考え直すきっかけになりました。 

  

Ａちゃんとの出会いから 

目がキョロっとしていて、声の大きい、とても愛らしいＡ（３歳）でした。言いたいこ

とがあっても言葉が話せないので、何か伝えたい時には、「あーーーっ！！」と私に訴えて

きました。 

重要なお知らせであることを示す 

ポルトガル語のスタンプ 



〈トイレでのＡ〉 

ある日、トイレの方から「きゃーーっ！！」という

子どもの声がしました。私が駆けつけると、便座の上

に裸で立っているＡがいました。そのようなＡを見た

周りの子は泣いたり、「怪獣や」と言って笑ったりして

いました。Ａの国の州では、立って用を足す習慣があ

るのか、おとなが用を足す姿をＡは見ていた可能性が

あります。服を汚したくなかったＡは裸になって便座

に立ったのです。Ａが一人でトイレに行った初めての日にもかかわらず、周りの子はＡの

姿を見て「怪獣や」という声をあげたのでした。 

 

〈プールの準備をしたのに・・・〉 

夏のプールのために、Ａの母親と一緒に水着を買いに行くことになりました。水着を着

てプールで泳ぐ、という習慣を理解できないＡの母親を説得して、無事に水着やバッグを

買うことができました。翌日、私は遅番で園に行くと、プールに行っているはずのＡが部

屋で先生と遊んでいました。園長に事情をきくと、「何があるかわからないから、やっぱり

Ａちゃんはプールを中止にしました」と言われました。「どうしてこんな理解の仕方なんだ

ろう」とショックと悔しさでいっぱいになりました。 

 

〈母親が作ったお弁当〉 

遠足のお弁当づくりを母親に頼みに行ったときに、同僚の先生が折り紙で作ったおにぎ

りを母親に見せて説明をしました。母親の「ハイ、ハイ」という返事に、すごく嫌な予感

がしました。遠足先で開いたＡのお弁当箱の中には、手でちぎって形を整えた折り紙のお

にぎりが入っていました。折り紙なんて買ったことのないだろう母親が、見よう見まねで

作ったそのおにぎりを見て、笑っている周りの子どもたちの横で、私は涙が出そうになり

ました。そんな私の表情から、周りの子どもは「笑っている場合じゃない」と感じたの

か、Ａに自分のお弁当を分けていました。 

この後も、お弁当の機会には「弁当箱にぎっしりと詰められたロールパン」「ヨーグルト

をかけたごはん」と、お母さんのお弁当作りへの挑戦が続きました。Ａがとてもいい顔で

お弁当を食べていた時には、思わず写真を撮りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ちがいを豊かさに”という考えはとても大切です。それだけではな

く、子どもたちは“同じ時間や空間などを共有したい”んですよね。

“同じ”ということに子どもたちは喜びを感じます。しかし、私たち

が、子どもたちの“同じ”を奪ってしまっていないでしょうか。私た

ちは、子どもたちの“同じ”をたくさん見つけていきたいし、つくっ

ていきたいですね。 



Ⅳ 外国にルーツのある子どもの保護者の悩み 

保護者がぶつかる３つの壁 

 

言葉の壁 

・連絡帳の内容がわからない、読めないプリントが大量に配付されるストレス 

・日常会話で使わない独特の日本語（うわぐつ、ぞうきん、面談・懇談、避難訓練 等） 
   
制度・文化の壁 

・母子保健や保育・教育制度のちがい（予防接種、運動会、入園式 等） 

・子育て文化や宗教等のちがい（厚着・薄着、男女の配慮、食事での禁忌 等） 
   
こころの壁 

・情報からの孤立による不安（他の保護者から情報が得られない） 

・不信感による不安（私だけ冷遇、外国人だから差別されている） 

・ちがいを排除する社会からの不安（母語・母文化を子どもに否定される） 

 

実例から 

○インドネシアでは地震の際、高台に向かってまず逃げるそうです。地震が起きたのに、じ

っとしていることはありえません。でも、避難訓練で外に逃げ出す子どもたちを見て、「落

ち着きがない」「話をちゃんと聞いていない」と思ってしまう私たちです。背景を知らな

いと決めつけて見てしまうことがあります。 
   
○日本では予防接種をその年齢やその時期がくると受けますが、そうではない国もありま

す。また、保護者は言葉の壁があるためにどのように手続きを進めたらよいかわから

ず、また誰にも聞くこともできず、予防接種を受けることができない子どもがいます。 
   
○運動会に向けて一生懸命練習をする外国にルーツがある子どもたち。保護者にも「運動

会に来てくださいね」と声をかけましたが、当日はほとんどの外国にルーツのある子ど

もが来ませんでした。実は、親戚のおじさんの誕生日だったので、パーティーに行って

いたということでした。生活の中で何を優先するかについて、私たちと外国にルーツの

ある人との気もちにギャップがあることが分かりました。 
 
○宗教上の都合で、豚肉が食べられない外国にルーツがある子どもがいました。ある日の

給食の献立が「豚丼」でした。いつも通り除去食が用意されましたが、その子の前に置

かれたのは白いご飯だけでした。すると、その子は隣の友だちの豚肉をこっそり食べて

しまったのです。保護者は大変怒って園にやってきて「この子が豚肉を食べるというこ

とが、どういうことだかわかりますか。あなたたちは、知らずにネズミの肉を食べさせ

られたら、どう思いますか」とおっしゃられました。宗教と共に生きていくということ

を、先生たちがもう一度考え直すきっかけになりました。国が制度としての宗教食を位

置づけてやっていくことが必要だと思います。 



 

 

  

 

 

 

 

                                                    

Ⅴ 「読めないお知らせ」（グループワーク） 

【教材出典：かながわ開発教育センター（Ｋ－ＤＥＣ） https://kdec75.wixsite.com/kdec 】 

設定１ 

グル―プのみなさんは、ご家庭の事情で海外で生活をすることになった家族です。日本語以外

の言語で書かれたお知らせプリントに、何が書いてあるのかグループで話し合ってください。 

 

【ポルトガル語】             【クメール語】                            

   
【中国語】                【ハングル文字】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今から１０年ほど前は、「多文化の人たちに、私たち日本人ができるこ

と」という視点で議論されましたが、今は外国人住民が支援の受け手と

してではなく、支援の担い手、あるいは地域社会に貢献する存在である

という視点で議論されています。外国人住民も地域社会をつくる一人で

あるということです。 

 

内容は、「入学金を３月３１日までに収めてください。収めることができないと、入学

することができなくなります」という、進路にかかわる非常に重要なお知らせでした。 

 

中国語はまだ漢字から推察できる部分もありましたが、ハングル 

文字、ポルトガル語など、他のものはほとんど読めませんでした。 

クメール語にいたっては、数字があるかどうかすら判断できませ 

ん。このように読めないお知らせが来た時、そのままゴミ箱行き 

という気もちが分かるような気がします。 

 

https://kdec75.wixsite.com/kdec


設定２ 

海外での生活を終えて、日本に戻ってきた

家族です。子どもが通う学校には、外国にル

ーツがある子どもが通っています。その学校

で左のお知らせが配付されました。外国にル

ーツがある保護者や子どもにとって分かりや

すいお知らせにしてください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「“重要である”という印を」「最初のあいさつは省く」「ルビを」「ローマ字で」「西暦で」 

「旅行にいくということ、日付、時間、場所、持ち物など必要最小限の情報に」 

「カラー刷りに」「先生の写真入りに」「イラストの挿入」などの意見が出され、グループ

ごとにお知らせを完成させました。 



Ⅵ 教材紹介 

ＮＰＯ法人ちゃいるどネット大阪が製作した「いま、どんなきも

ち」という教材があります。「ポスター」「カード」「サイコロ」「シ

ール」など、用途に合わせて活用できます。日本語が話せない外国

にルーツがある子どもは、自分の気もちと、「いま、どんなきも

ち」の中に出てくる子どもの表情とを重ねて、自分の状態を伝える

ことができます。そこに言葉はいりません。その子の状態を知った

周りの子どもは「〇〇ちゃん、さっき砂場で△△してたもんなぁ」

など、その子のことを考え始めます。 

 さらに、この教材は外国にルーツのある子どもだけではなく、自分の気もちを伝えるこ

とが苦手な子どもにとっても効果的です。この教材は、単に子どもの気もちを知るだけで

なく、周りの子どもがその子のことを思い巡らすことができます。 

 

Ⅶ 私たちおとなが・・・ 
「ええぞ、カルロス」という絵本を紹介します。外国から転入生がや

って来ることが分かったときなどに子どもたちと一緒に読むと、「自分に

できることはなんだろう」と考えるきっかけになる絵本です。また、私

たちに「多文化と接することはどういうことか」「お互いに尊重し合うと

はどのようなことなのか」といった考えるきっかけも与えてくれます。 
  

 

 

 

 

 

 

Ⅷ 参加者アンケートより 

〇きちんと知ることで背景や心情を想像することができます。そうして考えていくこと

は、目の前の子どもや保護者だけではなく、他の子どもや保護者にとってもプラスにな

っていくのだと思います。子どもにかかわる者として、きちんと知り、その子のことを

考えられる私でいたいと思います。 

〇グループワークでは、外国の方の気もちが少し分かったような気がします。誰が見ても分

かる、誰が聞いても分かる、そんな優しい社会にしていけるようにしていきたいです。 

○外国籍の子どもとかかわることが多いので、改めて外国籍のご家庭とのかかわり方や支援

の仕方を考え直す機会になりました。“子ども一人ひとりに合った保育”とよく言われま

すが、より丁寧にかかわることが必要だと思いました。 

○いろいろな文化や価値観をもった家庭があるなかで、自分の価値観が当たり前だと思って

しまっている現状はなかったかと見直す機会になりました。お互いが押し付け合うことな

く、相手はそういった考え方なんだな、と認め合えることが、人とのつながりを深め、温

かい社会をつくっていくことにつながると感じました。 

「ちがい」に敏感なのは、子どもたちではなくて、私たちおとな

であることを強く感じます。子どもたちは、おとなに影響されるこ

とがとても多いです。おとなの話を子どもが聞くなかで、話の内容

から偏見につながる可能性ももっています。私たちおとなが「ちが

い」は「まちがい」ではないということを認識し、そのことを子ど

もに伝えていく必要があると思います。 

 


